
赤岸鎮の浜開
かい

元
げん

寺
じ

武
ぶ

夷
い

山
さん

仙
せん

霞
か

古
こ

道
どう

空海漂着の地。804年、遣唐使船に乗っ
た空海は34日間漂流したのち、この浜に
漂着した。空海が初めて目にした唐の大
陸の風景が残る（★）。

福州にある開元寺は、549年建立の古
こ

刹
さつ

。唐代には空海のほか、天台宗の円
えん

珍
ちん

大師、インド密教の高僧らが修学に訪れた
と伝わっている。

福建省と江
こう

西
せい

省にまたがる山脈で、世界
遺産にも登録されている景勝地。36の岩
山を眺める「九

きゅう

曲
きょく

渓
けい

」や、岩に張りつき育つ
「武

ぶ

夷
い

岩
がん

茶
ちゃ

」が有名。

険しい山脈「仙霞嶺」を通る、唐代からの
官道。両脇には山がそびえ、谷の部分に
石畳の道が続く。現在も仙霞古道として
整備されている（★）。

　

空
海
た
ち
は
、
45
日
ほ
ど
赤
岸
に
留と

ど

ま
っ

た
の
ち
、
海
路
で
南
へ
２
５
０
キ
ロ
の
位
置

に
あ
る
福
州
に
向
か
う
。

　

福
州
に
は
、
当
時
か
ら
大
き
な
港
で
あ
っ

た
馬ば

尾び

港こ
う

と
い
う
港
が
あ
る
。
大
使
藤
原
葛

野
麻
呂
は
、
こ
の
地
で
大
使
と
し
て
の
書
状

を
何
度
も
中
国
側
へ
提
出
す
る
が
、
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
書
、
文
章
力
、
語

学
力
に
優
れ
た
空
海
に
交
渉
状
の
作
成
を
依

頼
。
こ
の
文
章
に
よ
っ
て
遣
唐
使
一
行
の
上

陸
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
と

き
の
空
海
の
文
は
、「
大
使
の
為
に
福
州
の

観
察
使
に
与
え
る
書
」
と
し
て
今
も
残
っ
て

い
る
（
性

し
ょ
う

霊り
ょ
う

集し
ゅ
う・
巻
五
）。
馬
尾
港
か
ら
は
、

福
建
省
の
中
央
を
東
西
に
流
れ
て
い
る
大
河

（
閩び

ん

江こ
う

）
を
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
南
平
に
向
か
う
。
空
海

た
ち
が
水
路
と
陸
路
、
ど
ち
ら
を
辿
っ
た
か

は
定
か
で
は
な
い
が
、
唐
代
の
閩
江
は
船
に

よ
る
交
通
が
発
達
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

唐
代
か
ら
の
水
路
を
利
用

　

閩
江
を
使
い
南
平
に
到
着
す
る
と
、
そ
こ

空
海
が
漂
着
し
た
浜

　

空
海
が
遣
唐
大
使
藤ふ

じ

原わ
ら
の

葛か
ど

野の

麻ま

呂ろ

ら
と
共

に
、
34
日
間
海
上
を
漂
っ
た
末
に
漂
着
し
た
地

で
あ
る
。
１
９
８
４
年
に
空
海
入に

っ

唐と
う

の
道
追
体

験
が
実
行
さ
れ
る
ま
で
、
空
海
以
降
１
１
８
０

年
間
、こ
の
浜
に
き
た
日
本
僧
は
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
浜
は
東
海
（
東
シ
ナ
海
）
か
ら
卵
型

に
入
っ
た
湾
で
、
そ
の
突
き
当
た
り
に
赤
岸

村
が
あ
っ
た
。

　

空
海
は
全
長
24
～
25
メ
ー
ト
ル
の
遣
唐
船

で
こ
の
浜
に
辿
り
着
き
、
中
国
の
大
地
を
目

に
し
た
の
で
あ
る
。

　

初
め
て
訪
れ
た
と
き
の
鶏
の
声
で
起
こ
さ

れ
た
の
ど
か
な
風
景
は
、
２
０
０
０
年
代
に

入
っ
て
激
変
し
た
。
現
代
の
霞
浦
県
赤
岸
村

は
、
ホ
テ
ル
も
整
備
さ
れ
、
驚
く
ほ
ど
に
近

代
化
さ
れ
て
い
る
。

空
海
の
書
で
上
陸
が
許
さ
れ
る

空
海
求
法
の
道
２
４
０
０
キ
ロ
を
、

静
氏
の
紀
行
に
沿
っ
て

追
体
験
し
て
い
こ
う
。

漂
着
、入
唐
の
地
か
ら
杭
州
へ

霞か

浦ほ（
赤せ

き

岸が
ん

鎮ち
ん

）

南な
ん

平へ
い・建け
ん

甌お
う・浦ほ

城じ
ょ
う

湖北省
四川省

河北省

貴州省

広西チワン族自治区
広東省

湖南省

江蘇省

江西省

重慶市

甘粛省

山西省

陝西省 山東省

河南省

安徽省

浙江省

福建省

台湾

南平南平
建甌

浦城

福州

開封洛陽
（長安）
西安 徐州

宿州

杭州

江山

二十八都鎮

揚州

鎮江 無錫
蘇州

常州

（赤岸鎮）
建甌

浦城

香港

福州

天台山

開封洛陽
（長安）
西安 徐州

宿州

青島

杭州

江山

二十八都鎮

上海市

揚州

鎮江 無錫
蘇州

常州南京

秦
函
谷
関

漢
函
谷
関

仙霞関
楓嶺関

太湖

長
江
（
揚
子
江
）

閩江

黄河

武夷山

江郎山

霞浦霞浦（赤岸鎮）

州州鄭鄭

0 200km

霞
か

浦
ほ

（赤
せき

岸
がん

鎮
ちん

）

福
ふく

州
しゅう

南
なん

平
へい

・建
けん

甌
おう

・浦
ほ

城
じょう

仙
せん

霞
か

嶺
れい

杭
こう

州
しゅう

南方コース

空海紀念堂の空海像開元寺　空海像二
に

十
じゅう

八
はっ

都
と

鎮
ちん

仙
せん

霞
か

関
かん

赤岸村に建立された空海紀念堂の空海
像。現在、空海ロードには11の空海像が
あり、多くの中国人巡礼者が祈りを捧げ
ている（★）。

開元寺境内にある空海大師紀念堂に安
置されている空海像。開元寺には、空海入
唐の地の石碑や修行大師像なども建てら
れている。扁額は静慈圓書（★）。

唐代、交通の要衝として栄えた古村。空
海ロードの開創を機に、村おこしとして唐
代の官道沿いに残されていた建造物が再
建された（★）。

仙霞古道にある関所。山深いなかに、城
壁のような石垣が設置されている。頑丈な
石垣のふもとには、「仙霞関」と書かれた
石碑が建つ。

福ふ
く 

州し
ゅ
う

※本記事は『高野山大学選書 第５巻 現代に生きる空海』（小学館スクウェア）の「現代中国に甦る空海」著／静慈圓をもとに
構成しています。 ※（★）印がついている写真は、静慈圓氏が団長を務めた「空海ロード巡礼」にて撮影されたものです。写
真は巡礼地の一部を紹介したもので、これがすべてではありません。
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今
回
、
日
本
人
は
24
名
、
上
海
関
係
の
中

国
人
23
名
、
五ご

智ち

山ざ
ん

光こ
う

明み
ょ
う

王お
う

寺じ

関
係
を
中
心

に
台
湾
・
香
港
の
13
名
が
集
合
し
た
。
３
台

の
バ
ス
に
分
か
れ
て
一
緒
に
同
コ
ー
ス
を
巡

拝
す
る
。
中
国
人
も
白
い
行

ぎ
ょ
う

衣え

と
輪わ

袈げ

裟さ

の

団
体
で
あ
る
。
中
国
で
は
異
様
と
も
い
え
そ

う
な
団
体
で
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
各
地
の

人
民
政
府
、
寺
院
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
た
。

　

飛
行
機
が
遅
れ
、
4
月
8
日
20
時
福
建
省

の
霞か

浦ほ

赤
岸
到
着
（
上
海
で
中
国
国
内
線
に

乗
り
換
え
）。
翌
日
、
赤
岸
の
「
空
海
紀
念

堂
」
で
法
要
。
手
を
合
わ
せ
て
、
頭
を
垂
れ

る
。
日
中
両
国
の
大
師
信
者
に
、
お
大
師
様

も
驚
か
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
皆
々
信
仰
に
つ

い
て
は
素
直
で
あ
る
。
お
大
師
様
を
崇
拝
す

で
あ
る
。
福
建
省
と
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う、
江こ

う

西せ
い

省
が
ま

じ
わ
る
山
間
地
域
に
あ
る
が
、
所
属
は
福
建

省
で
あ
る
。
気
候
は
温
順
で
、
穀
物
が
豊
富

に
と
れ
る
。
官
道
沿
い
に
あ
り
、「
古
来
中

国
で
は
、
戦
争
時
に
お
い
て
は
、
浦
城
を
得

た
者
は
勝
利
し
、
失
っ
た
者
は
敗
れ
る
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。
市
街
に
は
、
空
海
が
立
ち

寄
っ
た
と
思
わ
れ
る
天て

ん

心し
ん

勝し
ょ
う

果か

禅ぜ
ん

寺じ

と
い
う

古こ

刹さ
つ

が
あ
る
。

　

浦
城
か
ら
陸
路
を
と
り
、
南
方
コ
ー
ス
で

の
難
所
、
仙せ

ん

霞か

嶺れ
い

に
入
る
。

空
海
で
甦
っ
た
古
村

　

浦
城
か
ら
江こ

う

山ざ
ん

市
へ
出
る
に
は
、
唐
代
の

官
道
で
あ
り
、
険
し
い
山
脈
の
「
仙
霞
嶺
」

を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
道
沿
い
に

は
唐
代
の
駅
（
伝
馬
の
た
め
の
連
絡
機
関
）

が
30
里
ご
と
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

福
建
省
か
ら
浙
江
省
の
境
界
線
を
越
え
る
と

す
ぐ
に
、
二に

十じ
ゅ
う

八は
っ

都と

鎮ち
ん

が
あ
る
。
鎮
と
は
中
国

の
地
方
都
市
の
こ
と
で
、
官
道
沿
い
に
あ
っ

た
二
十
八
都
鎮
は
、
唐
代
は
繁
栄
し
て
い
た
。

る
こ
と
に
お
い
て
は
、
中
国
人
も
日
本
人
も

変
わ
り
は
な
い
の
だ
。
赤
岸
の
砂
浜
で
、
空

海
当
時
を
回
顧
し
た
。

　

復
興
な
っ
た
建け

ん

善ぜ
ん

寺じ

を
参
拝
、
昼
食
に
は

現
地
の「
空
海
研
究
会
」の
人
た
ち
も
加
わ
っ

た
。

　

初
め
て
空
海
ロ
ー
ド
を
巡
っ
た
１
９
８
４

年
当
時
と
比
べ
、
霞
浦
赤
岸
は
、
す
っ
か
り

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
湾
岸
高
速
道
路
が
で

き
、
上
海
・
杭
州
・
霞
浦
へ
新
幹
線
が
走
り
、

高
層
建
築
が
連
立
し
て
い
る
。

　

福
州
市
へ
移
動
、
途
中
鼓こ

山ざ
ん

涌ゆ
う

泉せ
ん

寺じ

に
参

拝
、
そ
し
て
福ふ

く

州し
ゅ
う

開か
い

元げ
ん

寺じ

を
参
拝
す
る
。
福

州
市
も
新
し
い
ホ
テ
ル
が
連
立
、
豪
華
な
ホ

テ
ル
も
で
き
て
い
た
。
今
回
は
福
州
万
達
威

斯
江
酒
店
（
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
）
へ
泊
ま
っ
た
。

最
新
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
部
屋
の
な
か
も
豪

華
で
、日
本
の
一
流
ホ
テ
ル
と
変
わ
ら
な
い
。

に
南な

ん

平ぺ
い

の
政
府
、
学
者
た
ち
が
研
究
し
探
し

出
し
た
「
唐
代
船
着
場
」
が
あ
る
。
そ
こ
か

ら
は
南
平
市
に
入
る
「
延え

ん

寿じ
ゅ

門も
ん

」
が
見
え
る
。

遣
唐
使
一
行
も
、
こ
の
門
を
通
り
、
南
平
市

に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　

南
平
は
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
峡

き
ょ
う

谷こ
く

の
よ

う
な
土
地
で
、
こ
こ
か
ら
は
北
へ
建け

ん

渓け
い

を
遡

さ
か
の
ぼ

り
、建け

ん

甌お
う

、浦ほ

城じ
ょ
うへ
と
進
む
。遣
唐
使
一
行
は
、

こ
の
建
渓
を
百

ひ
ゃ
く

葉よ
う

船せ
ん

と
い
う
５
～
６
人
乗
り

の
船
を
連
ね
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建

渓
の
流
れ
は
緩ゆ

る

く
、
百
葉
船
が
頻
繁
に
行
き

来
し
た
唐
代
の
光
景
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
。
こ

の
川
に
は
現
在
は
中
流
に
ダ
ム
が
で
き
て
い

る
。

　

建
甌
で
も
唐
代
の
船
着
場
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
は
漢
代
か
ら
あ
る
と
い
う

「
通つ

う

済さ
い

門も
ん

」
が
見
え
た
。
遣
唐
使
一
行
も
、

こ
の
門
を
く
ぐ
り
、
建
甌
市
街
へ
と
足
を
進

め
た
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
目
指
す
地
・
浦
城
ま
で
、
建
甌
か
ら

は
お
よ
そ
１
６
０
キ
ロ
。
こ
の
行
程
も
川
で

あ
り
、
遣
唐
使
一
行
は
５
日
間
を
要
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

浦
城
の
町
は
２
０
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
、
山
に
囲
ま
れ
た
壮
大
な
広
さ
の
盆
地

明み
ん

・
清し

ん

時
代
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
と
ん
で
も

な
い
山
中
に
あ
る
た
め
、
歴
史
の
な
か
で
次
第

に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

二
十
八
都
鎮
の
村
に
入
る
と
、
道
の
両
側

に
古
び
た
民
家
が
続
く
。

　

ま
た
、
か
つ
て
の
繁
栄
を
偲し

の

ば
せ
る
よ
う

に
、
地
方
学
問
所
「
文ぶ

ん

昌し
ょ
う

閣か
く

」
な
ど
多
く
の

建
築
群
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
古
い
鎮
は
、

空
海
ロ
ー
ド
の
開
創
を
機
に
、
官
道
の
道
沿

い
の
建
築
群
が
唐
代
の
様
相
に
再
現
さ
れ
、

観
光
地
に
な
っ
て
い
る
。

　

空
海
に
よ
っ
て
甦
っ
た
鎮
で
あ
る
二
十
八

都
鎮
を
過
ぎ
る
と
、
道
は
い
よ
い
よ
山
中
の

仙
霞
嶺
に
入
る
。
仙
霞
嶺
の
唐
代
官
道
は
、

仙
霞
古
道
と
し
て
約
10
キ
ロ
残
る
。
両
側
に

は
山
が
そ
び
え
、
谷
間
に
石
畳
の
道
が
続

く
。

　

空
海
入
唐
の
道
は
、
仙
霞
嶺
を
あ
と
に
し

て
江こ

う

郎ろ
う

山ざ
ん

を
右
に
見
な
が
ら
、
江
山
市
、
杭

州
へ
と
続
く
。

　

空
海
一
行
は
、江
山
付
近
か
ら
川
で
下
り
、

杭
州
へ
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
も
、
雄

大
で
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
川
は
、
船
旅
が
よ

い
。
こ
の
船
旅
を
終
え
る
と
、
中
国
八
大
古

都
の
１
つ
、
杭
州
に
着
く
。

　

翌
早
朝
、
ホ
テ
ル
に
用
意
し
て
も
ら
っ
た

弁
当
を
持
っ
て
空
港
へ
。
武ぶ

夷い

山ざ
ん

空
港
着
。

政
府
の
車
が
迎
え
に
き
て
く
れ
た
。
す
ぐ
世

界
自
然
遺
産
の
武
夷
山
風
景
区
参
観
。
こ
こ

に
は
世
界
遺
産
の
岩
肌
を
削
り
、
私
の
漢
詩

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
外
国
人
と
し
て
は
私
の

も
の
が
唯
一
で
あ
る
。
私
の
漢
詩
は
旧
友
林

宏
作
先
生
の
作
で
あ
る
。林
先
生
の
博
学
は
、

私
の
活
動
を
い
つ
も
助
け
て
い
る
。

　

武
夷
山
観
光
の
目
玉
は
、
九

き
ゅ
う

曲き
ょ
く

渓け
い

の
筏

い
か
だ

下く
だ

り
で
あ
る
。
九
曲
渓
上
流
の
星
村
が
出
発
地

で
あ
る
。
雄
偉
な
岩
山
の
連
な
る
大
自
然
の

な
か
を
川
の
流
れ
に
任
せ
て
、
竹
の
筏
で
渓

流
を
ゆ
っ
く
り
と
下
る
。
ま
る
で
別
世
界
の

醍
醐
味
で
あ
る
。

仙
霞
嶺
か
ら
杭こ

う

州し
ゅ
う

へ

静
慈
圓 

南
方
コ
ー
ス

紀
行
レ
ポ
ー
ト

コース南方

近
代
化
を
遂
げ
た

空
海
ロ
ー
ド
の
各
地

世界自然遺産の武夷山風景区に建つ、岩肌を
削って刻んだ漢詩碑。



け
た
。
食
卓
に
は
マ
グ
ロ
の
ト
ロ
が
で
て
き

た
。
美
味
で
あ
っ
た
。
最
近
、
マ
グ
ロ
の
ト

ロ
の
上
物
は
、
中
国
人
が
買
う
と
い
う
。

　

６
日
目
、「
龍
遊
石
窟
」
を
見
学
。
不
思

議
な
石
窟
で
あ
る
。
小
さ
な
溜
池
で
釣
り
を

し
て
い
た
村
人
が
、
10
キ
ロ
余
の
大
青
魚
を

釣
っ
た
。
不
思
議
に
思
い
、
１
９
９
２
年
６

月
、
４
台
の
ポ
ン
プ
で
昼
夜
兼
行
で
17
日
か

け
池
の
水
を
抜
い
て
み
た
。
す
る
と
、
な
ん

と
地
下
か
ら
大
洞
窟
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。

洞
窟
内
の
す
べ
て
の
壁
は
、
人
間
が
機
械
で

削
っ
た
よ
う
に
掘
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
魚

は
１
匹
も
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
一
帯
に
は
こ
の
よ
う
な
洞
窟
が
36
カ

所
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
現
在
は
、
５
カ

所
が
観
光
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
面
積

は
５
千
余
か
ら
１
万
余
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も

の
ま
で
あ
る
そ
う
だ
。
つ
く
ら
れ
た
年
代

は
、
春
秋
時
代
か
ら
前
漢
時
代
と
い
わ
れ
て

い
る
。何
の
目
的
で
誰
が
つ
く
っ
た
の
か
は
、

ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
さ
に
千
年
の
不

わ
れ
な
い
。
し
か
し
１
日
２
回
～
３
回
す
る

と
き
も
あ
る
と
い
う
。
武
夷
山
は
、
徹
底

し
た
政
府
指
導
の
観
光
地
と
な
っ
て
い
た
。

我
々
の
旅
行
団
員
の
な
か
に
は
、
興
奮
し
て

眠
れ
な
か
っ
た
と
い
う
人
ま
で
い
た
。

　

４
日
目
、
二
十
八
都
鎮
見
学
。

　

２
０
０
９
年
９
月
16
日
に
私
は
、「
弘
法

大
師
空
海
入に

っ

唐と
う

千
二
百
年
記
念
報
恩
事
業
」

と
し
て
、金
剛
峯
寺
の
協
力
を
得
て「
二
十
八

都
鎮
唐
代
官
道
の
整
備
」
を
申
し
出
、
江こ

う

山ざ
ん

市
と
「
協
議
書
」
の
調
印
式
を
し
た
。
江
山

市
は
、
古
鎮
復
興
と
し
て
、
二
十
八
都
鎮
の

建
造
物
を
唐
代
様
式
と
し
て
、
古
鎮
復
興
を

行
う
と
宣
言
。
唐
代
の
官
道
整
備
は
進
め
ら

れ
完
成
し
た
。

　

２
年
前
に
き
た
と
き
は
、
復
興
工
事
の
最

中
で
、鎮
の
な
か
に
入
れ
な
か
っ
た
。
今
回
、

古
鎮
は
見
事
に
復
興
し
た
姿
で
私
た
ち
の
前

に
現
れ
た
。
空
海
の
名
の
も
と
に
、
空
海
に

よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
古
鎮
で
あ
る
。

　

二
十
八
都
鎮
か
ら
険
し
い
山
中
に
入
り
、

　

今
回
武ぶ

夷い

山ざ
ん

で
度
肝
を
抜
か
れ
た
。
夕
食

に
参
加
し
た
私
の
友
人
で
あ
る
政
府
の
要
人

３
人
が
、
夕
食
後
に
は
「
ナ
イ
ト
シ
ョ
ー
」

を
見
物
す
る
よ
う
に
勧
め
て
く
れ
た
。　

　

入
場
料
は
２
０
０
元
か
ら
１
０
０
０
元
と

幅
が
あ
り
、
階
段
状
の
椅
子
が
２
０
０
０
席

あ
る
。
上
段
の
ほ
う
が
高
い
。
中
国
の
生
活

か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
料
金
は
極
め
て
高
い

が
、
驚
い
た
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
が
中
国

人
に
よ
っ
て
満
席
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の

座
る
こ
の
２
０
０
０
席
が
真
ん
中
に
あ
り
、

２
０
０
０
席
が
丸
ご
と
そ
の
ま
ま
回
転
す
る

の
で
あ
る
。
そ
の
周
囲
の
大
自
然
が
舞
台
で

あ
っ
た
。
武
夷
山
の
ウ
ー
ロ
ン
茶
を
テ
ー
マ

に
し
た
１
時
間
半
の
物
語
で
、
我
々
の
席

が
４
回
、
回
転
し
た
。
そ

の
都
度
、
四
方
で
舞
台
状

況
が
変
わ
っ
て
い
く
。
か

か
わ
っ
て
い
る
団
員
は
、

５
０
０
人
だ
と
い
う
。
見

事
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
大
が
か
り
の
ス
テ
ー
ジ

は
、
日
本
に
は
な
い
。

　

こ
の
舞
台
、
観
客
が
５

０
０
人
以
上
で
な
い
と
行

唐
代
の
官
道
は
続
く
。
山
中
の
官
道
に
は
数

カ
所
の
関
所
が
残
っ
て
い
る
。「
仙せ

ん

霞か

関か
ん

」

と
い
う
関
所
に
行
く
。
こ
れ
ま
で
は
、
訪
ね

て
く
る
の
は
私
た
ち
だ
け
と
い
う
こ
の
関
所

に
、
中
国
人
団
体
の
バ
ス
が
き
て
い
た
。
こ

の
関
所
も
観
光
と
し
て
中
国
人
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。び
っ
く
り
し
た
。

　

江
山
市
人
民
政
府
の
招
待
宴
夕
食
に
招
か

れ
た
。
市
長
を
は
じ
め
、
副
市
長
の
毛
正

彩
・
陸
佩
軍
の
両
氏
、
民
族
宗
教
事
務
局
局

長
の
楊
有
生
氏
、
外
事
弁
公
室
主
任
の
姜
励

氏
等
の
接
待
を
受
け
た
。
皆
々
空
海
に
よ
っ

て
二
十
八
都
鎮
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
空
海

の
恩
恵
に
感
謝
さ
れ
た
。

　

５
日
目
、
江
山
市
に
あ
る
世
界
遺
産
・
江こ

う

郎ろ
う

山さ
ん

を
ま
ず
訪
ね
る
。
む
く
む
く
と
た
だ
岩

山
だ
け
が
そ
び
え
て
い
る
。こ
の
岩
山
を
バ
ッ

ク
に
公
園
が
あ
る
。
私
は
、
金
剛
峯
寺
門
前

の
「
枝
垂
れ
櫻
」
の
接つ

ぎ
木ぎ

を
３
本
持
っ
て

き
た
。
人
民
政
府
の
人
た
ち
と
一
緒
に
こ
の

公
園
に
植
樹
し
た
。
日
本
の
友
好
の
桜
が
咲

く
の
も
、
今
後
の
楽
し
み
で
あ
る
。
植
樹
の

の
ち
、
私
た
ち
は
巨
大
な
岩
山
、
江
郎
山
山

頂
を
目
指
し
た
。心
に
残
る
登
山
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
浙せ

っ

江こ
う

省
衢く

州し
ゅ
う

市
南な

ん

孔こ
う

子し

廟び
ょ
うに
向

か
っ
た
。
現
在
孔こ

う

子し

75
代
の
孫
の
孔こ

う

祥し
ょ
う

階か
い

氏

が
住
ま
わ
れ
て
い
る
。
廟
に
隣
接
し
た
昔
な

が
ら
の
大
邸
宅
で
あ
る
。
芝
生
の

庭
に
は
、
孔
雀
が
放
た
れ
て
い
た
。

こ
の
地
方
の
名
士
で
あ
る
。

　

孔
氏
に
迎
え
ら
れ
団
員
は
お
茶

を
い
た
だ
く
。
孔
氏
の
一
挙
手
一

投
足
は
社
会
に
大
き
く
影
響
す
る

た
め
、
外
出
も
海
外
旅
行

も
好
ま
ず
、
邸
宅
内
に
い

る
こ
と
が
多
い
ら
し
い
。

し
か
し
日
本
訪
問
の
と

き
は
高
野
山
に
こ
ら
れ

た
。
私
は
５
回
目
の
孔

子
廟
訪
問
で
あ
ろ
う
か
。

愉
快
に
話
し
て
く
れ
た
。

　

夕
食
は
孔
氏
の
招
待

を
受
け
た
。
５
人
で
出
か

思
議
で
あ
る
。
８
番
目
の
世
界
不
思
議
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

空
海
一
行
は
、
江こ

う

山ざ
ん

か
ら
杭こ

う

州し
ゅ
うま

で
川
を

下
っ
た
と
結
論
し
て
い
る
。
川
の
名
前
は
上

流
か
ら
下
流
に
向
か
っ
て
３
通
り
に
分
か
れ

る
。江
山
か
ら
桐と

う

廬ろ

ま
で
を
七し

ち

里り

灘な
だ

と
呼
び
、

桐
廬
か
ら
富ふ

陽よ
う

ま
で
を
富ふ

春し
ゅ
ん

江こ
う

と
い
い
、
富

陽
か
ら
杭
州
ま
で
を
銭せ

ん

塘と
う

江こ
う

と
呼
ぶ
。

　

実
は
、
こ
こ
「
小

し
ょ
う

三さ
ん

峡き
ょ
う
」
の
川
下
り
は

１
９
８
４
年
、
私
が
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
初
め

て
下
っ
た
の
で
あ
る
。
船
の
な
か
で
食
事
を

し
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち
で
下
っ

た
。
以
降
５
回
、独
占
の
船
旅
を
楽
し
ん
だ
。

私
た
ち
だ
け
の
景
色
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
前
回
２
年
前
の
訪
問
時
に
驚

い
た
。
ま
っ
た
く
目
を
疑
っ
た
。
こ
の
「
小

三
峡
」
の
所
々
に
立
派
な
船
着
場
が
で
き
、

上
下
す
る
観
光
船
が
行
き
交
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
変
化
す
る
中
国
現
代
の
観
光
に
目
を

見
張
っ
た
。
今
回
は
、
船
の
な
か
で
は
食
事

も
な
い
。
川
を
汚
す
か
ら
と
、
船
中
で
の
食

事
は
で
き
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

船
を
下
り
、バ
ス
で
杭
州
市
へ
向
か
っ
た
。

最
終
日
は
霊れ

い

隠い
ん

寺じ

を
参
拝
し
て
、
杭
州
空
港

か
ら
関
西
空
港
へ
と
帰
国
し
た
。

コース南方

江郎山近くにある公園内に、人民政府の人
たちと「枝垂れ櫻」の接ぎ木を植樹する様子。 武夷山観光の目玉、九曲渓の筏下りの様子。

孔子75代の孫の一人、孔祥階
氏（写真右）と。

８
番
目
の
世
界
不
思
議

龍り
ゅ
う

遊ゆ
う

石せ
っ

窟く
つ

を
訪
れ
る

二十八都鎮の古鎮復興で建造
物とともに整備が行われた官道。

空
海
ロ
ー
ド
が
復
興
し
た

観
光
地
・
二に

十じ
ゅ
う

八は
っ

都と

鎮ち
ん


